
飛 鳥 地域の調 査

飛鳥藤原宮跡発掘調査部

1. 石神遺跡第3次調査

飛鳥寺の北西に接する石神遺跡は，1902年に須弥山石 ・石人像が出土した遺跡として知られ

ている。当調査部では1981年に石造物出土地点の再確認も含めて，第l次調査を開始して以来

周辺の調査を継続しておこなってきた。今調査区は，第1次調査区に西接し， i漏刻」で有名

な水落遺跡の東北に接した水田にあたり，石和11・水落両遺跡の関連をとらえるうえでも絶好の

調査地であった。

第1・2次調査では，複雑にIltl折する石組fl&，掘立住建物，坊f等7世紀中葉の池桃と，これ

らの遺構を埋め立て整地した後に造営した捌立住建物， 腕， 石 !政令~7世紀後半の遺構との2時

期の遣械を検出している。今回検出した主な遺構も同様の2時期に大別できる。とくに7世紀

後半の池桃は，前2回の調査結果と同様，7世紀中葉の遺構を廃絶した後に，大規模な整地を

して造蛍していることが確認され，遺跡の性格が一変したことが一間切らかになった。

7世紀中慈の遺構 塀 ・掘立住建物 ・石敷等を検出した。調査区の中央には東西>>]1.S A600が

19間分(約46m)ある。柱掘形は一辺約 1.8 m，深さ 2m，柱痕跡径約0.35mの大規模なもので
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ある。SA 600の基副は柱を

立てた後に版築で築かれてい

る。柱心から南約 1.9mの距

般に化粧石を立て並べ，基町

TYJ縁と している。発技il区東北

には3間 (7.8m)x2間 (4.2

m) の南北棟の総柱建物SB

620が建つ。発掘区東端には

南北石組溝SD 332 (申I;J約0.7

m，深さ約O.6m) がある。S

D 332は第1次調査区で検出

した東西f{1]SD 331の延長部

で，S D 331の屈rUl部の 7m

凶で北に折れ，北流する。北

半部は間層を挟んでj底石が二

重に放かれ，一部の側石とと

もに改修をうけている。SD

332は SA600・SB620の造
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首に次いで銅盤され.S A600のよ|とから 2間1:1をrl通する。SA600の北側には上記の追椛以外

に，石放 ・礁!放が存在する。 SX 700 は人頭大の河原石を炊きつめた石敷で，発掘区西北部で

東西13m. F旬.北13mを確認した。周辺の自然地形に沿って凶北方向へ傾斜しており，調査区外

へ続いている。東端には南北方向に見切l:iS X660を説ベて:おり，その束にはSX600と上而を

揃えた際政が広がる。SA600の南{JllJには.1 1t1~J (30. 6m) x 21Hj (4.8m)の長大な掘立柱東西棟

S B530が建つ。この南側住に接するようにして東商石組消SD333がある。 SD333はSB530 

の雨務出をもかねている。 SD 333はi当然地形とは逆に東流し，第l次調査区南関で石組出S

D330に合流する。今調査区では SD333の側石はすべて抜き取られ，底石だけが残存していた。

S D333の南には石!放SX526が広がる。 SB530とSA600の基凶の聞には拳大のE者数 SX555 

が広がり. S B530の西妻付近から凶は人頭大の石~ S X550となる。 SX550は西南方の台地

状経斜而SX551を逝っている。

7世紀後半の遺構 桝 ・ 掘立柱建物 ・ 方形石組泣桃等を検出した。 東西Yjj~ S A560は71止紀中

葉の.!!HS A600の南1.2mに位i位するoH:li¥1は両者一致している。SA560の基阻は.S A600の

基凶上にさらに約20cm版築をして築成されている。基出南縁は位心の約 1m南にあり，河原石

で化粧されている。柱掘形は一辺約 1m・深さ 1mで. S A600に比して規模は小さくなって

いる。 SA560は東へのびて，第1次調査区のSB325の南側位にとりつくものと考えられる。

S A560の南には 51胡 (9.9m)x 3間 (4.0m)の北j克をもっ東西棟SB520および，東!克をもっ

南北棟SB510が建つ。SB510・520と第1次調査区で検出 した南北煉建物 SB301の3棟は位

筋が品rijっており，一連の造蛍による建物と考えられる。SB520の西には.11ヨ法 3m x3. 2m. 

深さ0.6mの方形石組遺構SX540が構築される。幅O.4m ~0. 9m の自然石を 2~3 段杭んで側

石事11遺跡、第3次制fi逃椛|罰
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石とし， 底聞には準大の礁が~設か

れる。側石の裏込めには黄色粘土

が使用され，底而の際石もこの粘

土上に!肢かれている。 SX 540は

貯水施設とも考えられるが，これ

に直接とりつく取水 ・排水施設は

ない。SA560の北側では，、この

時期の逃椛は確認されていない。

まとめ 今回の調査でとくに注

目すべきものは， 7世紀中葉 ・後

半両時期の二条の東西塀SA600 

・560である。 7位紀中葉の SA

600は東 ・西への延長部が未確認

であり，その性絡を確定できなし、。

しかし，西南に接する水落遺跡に Tî相1 1迂i跡 . JJ<政治幼:::J:.~池村~N"li川区|

は同時WJに造営された漏刻建物と付属建物が存在しており ， 長大な:ru4~ S B 530もこれらの建

物f，平とー辿の施設と考えられるため， S A 600は水落遺跡、の北slIJを画する施設である可能性が

強い。また，第1次調査で検出した須弥山石の倒峻位置はSA600の北側にあたり， S A600の

北側に広がる石敷・磯!肢は，須弥山石 ・石人{象を含めた饗宴の場に関連した施設に相当するも

のであろう。このように飛鳥寺の西の地域は，用途に応じていくつかの区画に分けられていた

ことが推定できる。

7世紀後半の SA 560は第1次調査区の SB325にとりっき，さらに束にのびる SA305へと

続く。その総延長は80mに達し，さらに東西に延びているので，この腕は飛鳥盆地の中央を東

西に;横断していた可能性がきわめて強L、。とすれば，S A 560は，この北方に存在する重要な

施設の南を限る大垣にあたる施設と考えられる。このSA 560と飛鳥寺北面大垣との間隔は約

10mである。この東西に長い空間地は， w日本自紀』の 「壬申の乱」の記事にみえる「飛鳥寺

北路」との1;)!:1:iiliも考えられる。

2.飛鳥寺周辺の調査

石神遺跡南方の調査 石和11遺跡の南約70mの地点で山小屋建設にともなう事前調査を実施した。

幅 1mの東西トレ ンチ2本の うち東トレ ンチでは，30cm大の河原石を平坦に敷きつめた石~汝 S

X 506 を検出した。 石放の I~:t問は広く ， 平瓦片が混入していた。 石政面は，周辺の自然地形と

は逆に*に向かつて緩やかに下降し，東西 6mの間で‘の比高差は約10cmである。西トレンチは

東トレンチと 5.5mの間隔をおいて設定した。西トレンチでは石敷は認められず黄色粘質土の

ill桃而で土繊SK 507を検出したのみである。黄色粘質土問の厚さは約60cmで，その上而は石
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放而より約2却Oc叩mぼ正高2し、、。 西トレンチと東トレゾチとで

調査はできなかつた。 しかし，石!政聞が自然地形に反して東方に下降する事実を考えあわすと，

賀色:fli質土がm物の基砲であり，石蚊SX 506が基J!tiまわりの命li装であった可能性もある。
JUトレンチで検出した石放の京端と，飛鳥寺の西而大垣想定総との1M]隔は約20mである。飛

鳥寺西方では，大l立の西約25mに陶北部がある。この前は今調査区の南約40mまで北流してい

ることがこれまでの調在で確認されている。凶トレゾチはその前の北への延長総上にあたって

いるが， I釘北部がこの地点までは延びていないことがあきらかとなった。また，飛鳥守=に西接

する位置で検IJ¥した石9.汝逃桃は， I西槻広場」とも|見l.iiliし，近接tする水落 ・石plq吋辿跡ともど

も飛鳥寺凶方のJ也の性絡を考える上で.ill硬な資料となろう。

飛鳥寺南方の調査 1956・57年の 3次にわたる飛鳥寺の発掘調子tで，南門の尉方に籾 2mの石

放の参道が約25 mにわたって延びていることが確認され， 石~没参道の南側には「石政広場J と

称された石敷ill椛が参道をHli切るように桃築されていることがあきらかになった。参道は，石

!敗退椛と交差する地点から南が，石敷;ilJ椛より一段(約15c川下がり，幅約3.7mの未命Ii装の参

道として南へのびる。 したがって，石放追桃は未舗装の参道によって東西に分かたれている。

この参道と石蚊泣桃との境いには，河原石を南北方向に並べて見切石としていた。石敷遺構は

参道に対して，西で北へ 7 ~ 8 0 仮れており ， この性絡につし、ては種 4 の論議がなされてきた。

1982年には，石9.汝i立棋を確認した地点からバI~約40 m の位íû:で，石 ~没辿椛の IÝ4を匝iすると考え

られる施設を検出した。この制有の結果，:ti!歓迎椛は南北両端を縁石で区切る低い進出状の石

放であり，そのIむにはさらに石組前をともなうことがあきらかになった。また，その桃築年代

は石9.汝;ilJ椛の下陪から出土した瓦によって，7世紀中頃以降であると考えられるようになった。

今回の調査は，参道の南延長線上における山小屋建設にともなうものである。市と北に2カ

所のトレンチを設定した。検出した主な遣問は，石!放，石組fllt，参道，土管を使用したl倍渠令;

である。:1ヒトレンチの北部で検出した石放SX01は30cm大の河原石を~1Xきつめたもので， その

|有縁には一回り大きい河原石を I Ý4 に而iをそろえて立てて南縁石とする。 縁石の陶rü~ 、には， 一

段(約20cm)下ったところに犬走状の石敷SX 661 (制約O.75m) が東西方向に設けられている。

この SX 661には SX01に比して小ぷりの河原石が使用されている。この犬走状石!政のiYfには，

l協約0. 7 m，深さ約0.2 m の西新Lする石組みrll~S D662が防築されている。椛の南北l山j岸には0.5

m大の河原石を立て並べて側おとし，m底には(tiJ!京イーiを放きつめている。石数は， }j~ sUIが未命Ii
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装の参道SF02に而し，前回の調主t同様に河原石を見切石として，石!肢の南縁に辿なることが

あきらかとなった。 しかし， S X661とSD662は東西にのびて，未命li装の参道を南で区切るよ

うになっており，S F02が南北約18mの規模でおわることが確認できた。

市調査区では，石敷地桃のI有約15mの位置に，I暗渠1条を検出 した。瓦ll¥!!土管を東西方向に

4.2 mにわたって13本つなぎあわせたものである。瓦製土管は行基葺丸瓦と同じ製作技法で作

られている。この暗-渠は調査区内での高低差はほとんどないが，瓦製土管の連結方式からみる

と，水は付近の自然地形とは逆に泊ーから東へ流れていたものと考えられる。この暗渠の桃築H寺

1mは，瓦製土管の形状 ・製作妓法からみて，7世紀後半頃と考えられる。

今回の調査の結梨， r石!J.&広場」と称されてきた石数追I加工，飛鳥王子の伽監中軸線に対して
7 ~ 80 の振れをもっ幅約20.5mの道路状追椛と考えることができょう。また，飛鳥寺南門か

ら南へのびる参道も，舗装 ・米自Ii装あわせて45mの規模となり，石i放追惜の南縁までのびるこ

とが確認できたことにより，飛鳥寺の南限もここにもとめることができょう。また，今回の調

査で‘新たに，飛鳥寺の南限以南に陥渠が検出されたことは，飛鳥寺寺:域外の土地利用がし、かに

なされていたか，という問題を考えるうえでも貴重な手がかりになると言えよう。 (if.木 修)
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